
「21世紀『環の国』づくり会議」　に生活者として参加し、実感したのは

○ ２１世紀の具体的ビジョンを描き、
　 各主体が共に一歩を踏み出すための合意形成の場

○ 地球温暖化防止、循環型社会、自然と共生する「環の国」
　　実現に向けて求められる

　　「環境と経済の両立　（持続可能な経済社会システム）」と

　　国民各主体の「人と人の環（環境パートナーシップ）」

○ 私たち一人ひとりの実践と、環境政策・産業界の動きが
　　連携しあって進む大切さ

○ すべての日本人に問いかける、
　　地球の一員としての自覚、様々ないのちと共にくらす自覚、
　　そして　新しい生活文化の創造


